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名称

千葉市美浜区幸町二丁目１番2号
本店所在地

昭和２７年１月18日
（営業開始：昭和27年3月3日）

設立年月日

621億2,053万３,９４９円
資本金

73店舗（県内72店舗、都内1店舗）
店舗数

（平成29年3月31日現在）

１,326名
従業員数
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ごあいさつ
　平素より、千葉興業銀行をお引き
立て賜り、誠にありがとうございます。
　平成２8年度の当行の経営内容や
業績、ＣＳＲの取組み等をミニ・ディス
クロージャー誌にまとめました。ご高覧
いただければ幸いに存じます。

　平成28年度におけるわが国経済は、
個人消費が伸び悩んだものの、政府
の経済対策や日銀の金融政策により
企業収益や雇用環境の改善がみられ、
景気は緩やかな回復基調が続きま
した。
　当行が営業基盤とする千葉県経済
におきましても、一部に弱さがみられる
ものの、倒産件数が低水準を維持し、
雇用環境の改善傾向が続くなど、景気
は緩やかに回復しております。

　このような金融経済環境のもと、
当行は平成28年4月より、3ヵ年に
わたる中期経営計画「コンサルティング
考動プロジェクト2019」をスタート
させ、具体的な戦略施策を積極的に
展開してまいりました。
　コンサルティング営業活動による
地元企業の経営課題解決支援に取り
組むとともに、お取引先の資金ニーズ
に対して積極的にお応えした結果、住宅
ローンや中小企業向け貸出を中心と
した貸出金残高など順調に増加して
おります。

　平成２９年３月、当行はおかげさまで
創立６５周年を迎えました。これもひとえ
に、お取引先・株主・地域の皆さまから
の永年にわたるご愛顧によるものと
役職員一同、心より感謝申し上げます。
　これまで当行が皆さまと歩んでまいり
ました歴史と経験を財産として、より
一段と地域・お客さまのお役に立ち、
ともに成長を持続していくために、全行
一丸となって「コンサルティング・バンク
の確立」実現に取り組んでまいります。
　今後とも、より一層のご支援を賜り
ますようお願い申し上げます。

平成29年6月
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「人材・組織基盤強化」の具体的な取組み

　「コンサルティング考動」を強力に推進するための本部サポート体制
を構築するとともに、地方創生・地域活性化に向けた取組みを展開
いたしました。

■営業推進部署2部署を4部署に再編、「営業本部制」を導入し、戦略の
展開スピード向上により、企画・推進・支援などの機動性を向上
■常務役員を営業本部長に任命し、4部署間の連携を強化
■コンサルティング考動を実践する人材育成のため、FP資格などの
取得を推進し、ヒューマンスキルを向上
■税理士法人など外部機関からの人材受入、行員派遣や研修等を実施
し、専門機関との連携を強化

「営業基盤強化」の具体的な取組み

　地域・お客さまとの関わりを深め、質の高い金融サービスをご提供
するため、お客さまのニーズに即した提案、実態把握と事業性評価を
行い、企業の成長をサポートいたしました。

■県内を18ブロックに分け、幹事店にブロック長を設置し、ブロック
営業体制を構築。地域特性を踏まえて営業店の役割を再構築し、
法人・個人各々のお客さまへのニーズ対応力、ソリューション機能の
充実と多様化を実践
■ブロック幹事店の一部に「コンサルティング部」を設置し、さらに地域
密着を高めることで、地域動向や情報収集力を向上し、地域特性を
踏まえたコンサルティング提案を実施

中期経営計画中期経営計画

コンサルティング考動プロジェクト２０１９
平成28年4月～平成31年3月

　平成28年4月より当行は、お客さまを第一に考える“コンサルティング
考動の実践”をコア戦略として数々の取組みを行っております。

コア戦略 お客さま第一の
“コンサルティング考動の実践”

営業基盤強化

■顧客基盤の拡充
●中核取引先の拡大  ●取引先の間口拡大
●顧客セグメントに即した提案

■事業性評価に基づく地元企業の成長支援
●地元中小企業の経営力強化をサポート
●成長分野（医療・介護、アグリ・フード、観光等）へ
の取組み強化

●新市場創出につながる中小企業支援強化
●事業性評価取組みの強化

■お客さまニーズに応える店舗戦略
●ブロック営業体制導入
●成長エリアへの新店舗出店

人材・組織基盤強化

■組織力（本部体制）の強化
●「営業本部制」導入→戦略の展開スピード向上
●コンサルティングのための本部サポート強化
●地方創生の推進体制強化

■人材育成の強化
●コンサルティング人材の育成
●実態把握力、与信対応力の強化

■外部連携
●専門機関との連携強化
●専門機関への人材派遣

目標とする経営指標（平成31年3月期）

当期純利益

平成29年
3月期

（百万円）
6,500

6,300

6,400

6,200

6,100

6,000

平成30年
3月期

業績予想 業績予想

6,200

平成31年
3月期

6,500

達成！

6,152

6,000

貸出金

（億円）
21,500

20,500

21,000

20,000

19,500

19,000

実績

平成28年
3月期

19,143

実績

平成29年
3月期

19,916

実績 目標

平成31年
3月期

21,400

目標

預金

（億円）
25,500

24,500

25,000

24,000

23,500

23,000

目標

平成31年
3月期

25,600

平成28年
3月期

23,479

実績

平成29年
3月期

24,009

実績
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地域とともに 地域とともに

いすみ市

鴨川市
勝浦市

南房総市

市原市

千葉市

流山市

大多喜町

東京都

香取市

松戸市 白井市

柏市

市川市

旭市

匝瑳市匝瑳市

銚子市

茂原市

富津市

鋸南町

君津市
御宿町

館山市

東金市

「地方創生」推進への取組み

【平成29年3月】「チャレンジ資金」を利用してベンチャー企業を支援 ！

創業支援 海外進出支援 事業性評価への取組み

千葉県の特産品「落花生」で農業を再生、商品化
　千葉県産落花生の生産拡大と品質向上を通して、農業
の再生を行うため、取引先企業と当行の「アグリ・フード
ビジネス担当」の専門チームが連携して「落花生の契約
栽培プロジェクト」を開始しました。市原市や千葉市など
の生産者と契約し、当初計画した落花生収穫量40トン
を達成いたしました。
　本プロジェクトも2年目となり、参加する生産者も増加
しております。
　また、地元パティシエの協力を得て、千葉県産落花生
を使った第1弾商品の開発、販路拡大もサポートいたしました。

アグリ・フードビジネスへの支援

千葉元気印企業大賞
　第1回よりフジサンケイ ビジネスアイと
の共催で、活力溢れる経営で時代を先取り
する中小企業・ベンチャー企業を広く表彰
し、地域企業の発展を支援しております。

中小企業育成支援

【平成29年3月】

　千葉市中小企業資金融資制度「チャレンジ資金」を利用
して、千葉市内のベンチャー企業に創業資金を支援いた
しました。
　中国福建省福州市のショッピングセンターへの出店
と店舗運営および物流、各種決済の代行などの新事業
で資金が活用されます。
　本制度融資は、千葉県信用保証協会（以下、保証協会）
の保証対象業種を営む場合に利用が可能で、千葉市から利子補給等の支援が得られます。
当行は保証協会の企業サポート室と連携し、事業計画に基づき具現化のサポートを行うと
ともに、事業性評価を実施し、支援いたしました。

亀田医療大学と
「相互協力連携に
関する協定書」を締結
【平成28年9月】

学

　各々が有する情報や
ノウハウ等を用いて地域
社会の発展に貢献

産 官

　南房総市に事業提案を行い、市は国の地方創生
加速化交付金を利用して駐車場を整備
　日本RV協会から県内初の「RVパーク」に認定

県内初の
車中泊専用駐車場
「RVパーク」整備に協力
【平成28年７月】

ちば興銀は、「地方創生」の推進に積極的に関与し、千葉県のさらなる発展に寄与してまいります。

「千産千商2016 
in 聖徳祭」開催 
【平成28年11月】

　今回で７回目となる聖徳
大学短期大学部との産学
連携協定に基づく活動の
ひとつで、今回はお取引先
企業のマッシュルームを
使用した弁当を開発・販売
　出張道の駅として、南房
総市「和田浦WA・O ! 」と
鋸南町「保田小」が出展

学産

「國學院大學ホーム
カミングデー院友会支部
物産展」に協力
【平成28年10月】

学産

　いすみ市、勝浦市、鴨川市
や内房地域の名産品と小湊
鐵道やいすみ鉄道のグッズ
などを出展
　観光案内やふるさと納税
のパンフレットも配置し、
情報を発信

産 産業界 官 自治体 教育機関学これまでに地域発展・活性化支援に関する相互連携協定を
締結している市・町・商工会議所等

地域発展・活性化支援に関する相互連携協定を締結
市川市
【平成28年4月】

流山市
【平成28年5月】

東金市
【平成28年11月】

官

流山市長（左）と
青柳頭取（右）
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地域とともに お客さまのために

ちば興銀「経営塾」
　ちば興銀「経営塾」は地元企業育成支援・後継経営者育成
支援の取組みのひとつとして、平成１６年９月に設立されました。
　幅広い視点で経営を捉えていただくための視察会や
セミナーを定期的に開催し、海外視察研修なども実施して
おります。
　平成２９年５月には第７期生が活動を開始いたしました。

次世代経営者育成支援

関節の再生医療専門クリニック開業をサポート ！
　クリニックの開業に際し当行は、医療分野に強みを持つ担当者を中心に、調剤薬局や工事
業者の紹介、インバウンドの対応など多方面にわたりサポートを行いました。
　あわせて当クリニックの事業性評価を日本政策金融公庫とともに実施し、創業資金を支援
いたしました。
　当行は、「医療経営士」の資格取得を積極的に推進しており、高度なコンサルティングスキル
を持った行員が、医療事業者の皆さまからの各種ご相談に対応しております。

【平成29年4月】

創業支援 医療・介護分野への支援 事業性評価への取組み

快適で機能的な店舗をめざし、店舗のリニューアル・新築移転等をすすめてまいります。

【平成29年2月】梅郷支店・リニューアル
　新店舗には、店内ATM全台に指静脈認証機能と、
目の不自由なお客さまに配慮したハンドセットを
備えました。
　また、車いすや小さなお子さま連れのお客さま
でも安心してご利用いただけるよう広く快適な
ロビーと、ゆっくりとご相談いただけるローカウン
ター４席をご用意いたしました。
　これまで以上に、多くのお客さまにご利用いた
だきやすい店舗となりました。

さらに快適で機能的な店舗へ

「地域貢献大賞」×「バンカーオブザイヤー」W受賞 !
　当行は、地元企業の事業承継・事業拡大に対する課題解決
策のひとつとして「M&Aコンサルティング業務」の強化を
掲げ、本部内に専門チームを配置し、対策のご提案を積極的
に行いました。
　こうした取組みにより、株式会社日本Ｍ＆Ａセンターの、
「第五回バンクオブザイヤー表彰式」において、関東地区で
最も優れた実績を挙げたとして「地域貢献大賞」を受賞いた
しました。
　また、昨年度最も活躍した担当者ならびにその担当者を輩出した銀行1行が選ばれる「バン
カーオブザイヤー」においても、全国トップクラスの実績が評価され、当行行員が表彰対象と
なり、W受賞しました。
　「バンクオブザイヤー表彰式」における受賞は、3年連続3回目です。

【平成29年5月】

事業継続支援

【平成29年6月】本店営業部・リニューアル
　平成２９年６月、本店営業部がリニューアル・
オープンいたしました。
　新店舗には、商談ブースを4つ新設したほか、
明るく開放的なロビーの一部には展示スペースを
設けました。常設展示では「お金の歴史がわかる
金融資料」をご覧いただけます。また、スポット展示
コーナーでは、千葉県や地元千葉市にまつわる
多種多様な展示を行っていく予定です。

【平成29年6月】おおたかの森支店・新築移転
　新店舗は、移転によりロードサイド型店舗として
生まれ変わりました。
　お子さま連れのお客さまにもゆっくりご相談
いただけるようキッズスペースや多目的トイレを
設置いたしました。
　365日、夜9時まで利用可能な「全自動貸金庫」
200ケースを設置しております。

新店舗イメージ
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お客さまのために

地域のお客さまの一番近くにいる銀行として、地域の皆さまにお役に立つ情報を発信して
まいります。

地域のお客さまのコンサルティング・バンクとして

当行は革新的な技術によるシステムを構築し、お客さまにとってより便利で使いやすい新しい
金融サービスのご提供に努めてまいります。

利便性向上に向けた新しいサービスの提供

【平成28年11月】「投資信託ポートフォリオ分析サービス」機能を導入 ！ 「資産運用セミナー」を開催 ！ 
　保有資産の現状分析と見直しシミュレーション機能をタブレット
端末等の当行システムに導入いたしました。
　本機能により、お客さまが保有する投資信託ポートフォリオの
分析結果をタブレット端末画面上などに表示できるようになりました。
　またシミュレーション機能によって、お客さまにとって、より適した
ファンドの絞り込みが可能となり、スピーディーな情報提供と、視覚
的でわかりやすいご提案を行ってまいります。

※こちらのミニ・ディスクロージャー誌に掲載している商品・
サービスの概要・詳細については、店頭のパンフレット「商品
概要説明書」、または当行ホームページ
　（http://www.chibakogyo-bank.co.jp/)をご覧ください。

～ちば興銀は今年も
　千葉ロッテマリーンズを
　応援します！～

「ちば興銀マリーンズ
 応援団定期２０１７」

●マリーンズの戦績によりお預入れ定期
預金の金利をプラス ！
●お預入れいただいた先着１０,０００名さまに
「オリジナルブロックメモ」を店頭でプレゼント！
●さらに抽選で特別な観覧席「サントリー
マスターズドリームシート」にペア５０組、
合計１００名さまをご招待！
●TEAM２６会員さま（※）にはさらに抽選
で千葉ロッテマリーンズの選手との
フォトセッションなどにご招待！

●インターネットバンキングでお預入れ
の場合、適用金利＋0.026％ !

　（インターネットバンキングでお預入れの場合は、ブロックメモ
およびTEAM26会員さまプレゼントの対象外となります。）

お取扱
期間

平成29年４月４日～
平成29年８月31日

～ちば興銀は今年も
　南房総初の女子サッカーチーム・
　オルカ鴨川FCを応援します ！ ～

「オルカ鴨川FC
 応援定期預金」
お取扱
期間

平成29年４月３日～
平成29年９月29日

●お預入れいただいた先着５００名さまに
「オリジナルマグネットステッカー」を
プレゼント ！
●さらに抽選で選手直筆サイン入り
ボールや、オルカ鴨川FCオリジナル
マフラータオルなどをプレゼント！

※TEAM26…千葉ロッテマリーンズ公式ファンクラブ

　また、ちば興銀各店において支店長自らが講師となり、最新の国内外の経済動向や
マーケット環境についてご説明する「資産運用セミナー」も開催いたしました。
　公的年金のお受け取り等に関するご質問に、外部の社会保険労務士が個別にお答えする
「年金相談会」、「平日は銀行にいけない」というお客さまの声にお応えして、「休日お客さま
相談会」も各店で開催しております。
　「年金相談会」・「休日お客さま相談会」は、当行ホームページからご予約が可能です。
　お近くのちば興銀各店で、ご来店をお待ちしております。

セミナー内容
「投資の楽しさと
 日本株の魅力」

講師
レオス・キャピタルワークス株式会社
取締役 運用本部長 湯浅 光裕氏

　ちば興銀では、資産運用をお考えのお客さまのニーズにお応えして、
専門家をお招きし、下記セミナーを無料で開催いたしました。

平成29年4月
5月

開催年月
船橋
千葉

開催場所

【平成29年3月】成田支店内に海外発行カード対応ATMを導入 ！
　海外から訪れるお客さまへの新たなサービスとして、株式会社セブン銀行と共同で「海外発行
カード対応ATM」を成田支店内に設置いたしました。
　海外で発行されたクレジットカードやキャッシュカードで直接、日本円を引き出すことができる
ほか、当行をはじめ全国の国内金融機関およびクレジット会社が発行するカードもご利用できます。

取扱ブランド VISA（PLUS含む）、Mastercard（Maestro・Cirrus含む）、中国銀聯、American Express、JCB、Discover、Diners Club

画面表示
言語 

日本語、英語、中国語（簡体字・繁体字）、韓国語、タイ語、マレーシア語、インドネシア語、ベトナム語、
フランス語、ドイツ語、ポルトガル語

利用時間 ６：００～２３：００

取扱可能な
取引   

・海外で発行された上記取扱ブランドのクレジットカード・キャッシュカードによる日本円の引き出し・残高照会
・当行を含む国内金融機関・クレジットカード会社が発行するカードにおける各種取引

海外発行カード対応ATM概要

【平成29年4月】ブロックチェーン関連技術を活用した「内外為替一元化コンソーシアム」へ参加 ！

　ＳＢＩホールディングス株式会社およびＳＢＩRipple Asia株式会社が事務局を務める「内外
為替一元化コンソーシアム」に参加いたしました。
　本コンソーシアムは、内国為替と外国為替を一元化した24時間リアルタイムでの送金イン
フラ構築をめざし、2016年10月に42行で発足しました。参加金融機関数は2017年5月19日
現在、59行となっております。
　ブロックチェーン関連技術（分散台帳技術）は、Fintech（※）における革新的な中核技術であり、
金融機関システムの安定性向上や、柔軟で効率的なシステム構築の実現が期待されています。
　本コンソーシアムへの参加により、ブロックチェーン関連技術を活用した新たな送金・決済
サービスの検討を重ねてまいります。
※Fintech（フィンテック）…「金融（Financial）」と「技術（Technology）」を組み合せた造語で、金融とIT（情報技術）を融合した新サービスや金融商品
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「親切」の心で 「親切」の心で

ちば興銀は、地域とともに歩む銀行として、これからもさまざまな活動を通して地域社会・地域
経済へ貢献してまいります。CSRの取組み～地域社会・地域経済への貢献～

地域経済の将来を担う児童や学生達の金融教育に携わり、
普及活動に取り組んでまいります。

金融知力普及協会が主催する全国高校生金融経済
クイズ選手権「エコノミクス甲子園」の千葉大会（当行
と千葉銀行の共催）を開催

県内の小学５、６年生を対象に１０回目となる金融教育・
しごと体験イベントを開催

環境の保全と美化に努め、千葉県の豊かな自然環境を
未来に引き継いでいくための活動を行っております。

匝瑳市新堀海岸県有林の再生をめざして、５年間で５,０００
本の植栽や草刈による海岸保安林再生活動を展開
平成29年度新入行員97名が、青柳頭取とともに1,000
本のクロマツ・マツキ・トベラの植栽を行い、これまでに
計4,000本の植栽を実施

春の県下一斉ゴミゼロ運動に行員・スタッフおよび
その家族（参加総数約1,000名）がボランティア参加
また「国道をきれいにする会」では、毎月沿道の清掃を
実施

地域の各種ボランティア活動や、
寄付・募金活動などに積極的に取り組んでおります。

「コスモス交通安全協力会」（千葉
日報社と当行の共同設立）より、
県内新中学生にサイクルリフレ
クターを30,000個贈呈
23年間で延べ286,４00個贈呈

全国的組織「小さな親切」運動の
千葉県本部として活動
熊本地震における被災者支援の
ための募金活動等を実施

社会奉仕活動 環境への取組み

金融教育活動

「ちばアクアラインマラソン2016」に
オフィシャルスポンサーとして協賛
当行行員、スタッフ１０６名がボラン
ティアスタッフとして参加、大会
運営をサポート

「エコノミクス甲子園」
千葉大会

夏休み体験隊
「サマーキッズスクール２０１６」

「ちばアクアライン
マラソン２０１６」に協賛

「小さな親切」運動の
推進

地域の芸術・文化の発展とスポーツ振興のため、長年にわたり、
さまざまなイベントを協賛・開催しております。

第19回は、「千葉氏ゆかりの仏教
美術」をテーマに無料公開講座を
開催

青葉の森スポーツプラザ陸上
競技場で開催
千葉県ゲートボール連盟との共催
により、２7年連続で開催

そごう千葉店前JR連結口広場に
て、ミニコンサートを２4年間連続
で開催

文化・スポーツ活動

ちば興銀
コスモスセミナー

千葉興業銀行杯
親善ゲートボール大会

ちば興銀の森

ちば興銀
コスモスコンサート

環境美化活動
自転車用反射器

（サイクルリフレクター）の贈呈
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平成２9年３月期の業績につきましては、預金・貸出金ともに好調に推移しました。
貸出金残高につきましては、当行が持つコンサルティング機能を発揮し、地域のお客さま
の資金ニーズに積極的にお応えしてまいりました結果、前期比772億円増加しており
ます。特に住宅ローンにつきましては、ご好評をいただいている「ガン保障付住宅ローン」
などが好調に推移し、前期比450億円の増加となりました。

住宅ローン残高は、ご好評をいただいて
いる「ガン保障付住宅ローン」などが好調に
推移し、前期比450億円増加の7,258億円
（年間増加率6.6％）となりました。

中小企業向け貸出金残高は、新規のお取
引先獲得に努めたほか、お取引先との接点
拡大に重点を置いた渉外活動の展開により、
前期比３93億円増加の９,800億円（年間
増加率4.1％）となりました。

貸出金残高は、前期比772億円増加し、
１兆９，916億円（年間増加率4.0％）となり
ました。そのほとんどを県内の企業や個人
のお客さまへの貸出しに向けております。

預り資産につきましては、マーケット環境
が不安定であったことなどを背景に、取扱い
が伸び悩みました。
お客さまの長期・安定的な資金運用ニーズ
の高まりから、年金保険等は前期比110億
円の増加となりました。

（注）当行は主要な営業地域を千葉県内としておりますので、千葉県内の営業店舗の合計計数を
「県内」計数として表示しております。

グラフ等に記載の計数および解説文中の計数は単位未満切捨て表示となっております。

当行の預金のそのほとんどは地域のお客
さまからお預りしております。
総預金残高は、前期比625億円増加し、

２兆４,666億円（年間増加率2.6％）となり
ました。

総預金残高

貸出金残高

中小企業向け貸出金残高

住宅ローン残高

預り資産

業績のご報告(単体) 業績のご報告(単体)

総預金うち県内総預金

23,500

22,000

25,000

平成２9年
３月末

平成２7年
３月末

平成２8年
３月末

（億円）

0

※総預金残高には
　譲渡性預金を
　含めております。

２４,666

２4,512
２４,０４０

２３,８８９２２,８９９

２２,７５６

3,000

2,000

1,000

0

（億円）

平成２７年
３月末

平成２9年
３月末

平成２８年
３月末

国債 投資
信託

外貨
預金

年金
保険等

１46

１，０51

１02

１,664

１７２

１，０６６

１２３

１,５５３

１９９

１，１６０

８６

１,３３３

貸出金うち県内貸出金

19,000

17,500

20,500

0

（億円）

平成２７年
３月末

平成２9年
３月末

平成２８年
３月末

１８,２４８ １9,364
１９,１４３

１８,６６９

１９,916

１７,８２９

うち県内中小企業向け
貸出金

中小企業向け
貸出金

9,000

8,000

10,000

0

（億円）

平成29年
３月末

平成２８年
３月末

平成２７年
３月末

９,４０６

９,１２１

９,800

９,495９,０１０

８,７４１

7,500

6,500

5,500

0

（億円）

平成２７年
３月末

平成２9年
３月末

平成２８年
３月末

６,８０７

６,２４２

7,258
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業績のご報告(単体)

コア業務純益・経常利益
コア業務純益は、前期比27億10百万円
減少し、80億64百万円となりました。
また、経常利益は、前期比33億55百万円
減少し、83億89百万円となりました。

開示債権比率（金融再生法基準）
お取引先企業の課題解決に向けた支援の
持続と、強固なリレーションを構築した結果、
金融再生法基準の開示債権比率は、前期比
０．13ポイント減少の１．56％、正常債権を
除いた「開示債権」の当期末残高は、前期比
14億円減少の318億円となりました。

自己資本比率（バーゼルⅢ）
自己資本比率は、前期比０．12ポイント
低下の８．52％となりました。なお、平成28年
12月に実施しました公募増資により、自己
資本は115億円増加しましたが、第四種優先
株式の取得および消却に伴い、自己資本が
90億円減少しております。

コア業務
純益

国債等債券
関係損益－一般貸倒引当金

繰入前の業務純益＝

コア業務純益

実質業務純益・当期純利益・
ＲＯＥ（株主資本利益率）

実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前の
業務純益）は、前期比30億14百万円減少
し、79億円となりました。
当期純利益は、前期比15億61百万円減少

し、61億52百万円となりました。
その結果、ROE（株主資本利益率）は、実質
業務純益ベースで前期比2.72ポイントの
減少となりました。

ROE
（実質業務純益ベース） 値が大きいほど株式資本の「収益性」が高いことを示しています。

ROE（株主資本利益率）＝実質業務純益÷（純資産の部合計平残－新株予約権平残）×１００

350

300

開示債権残高開示債権比率
400

0

（億円）
2.0

1.5

1.0

（％）

0
平成２７年
３月末

平成２８年
３月末

平成２9年
３月末

１．９７

１．６９

３３3

１．56

３18

３７0

12,000

9,000

6,000

0

（百万円）

平成２７年
３月末

平成２８年
３月末

平成２9年
３月末

9.5 

6.5

3.5

（％）

0

実質業務純益
当期純利益

ROE実質業務純益ベース

１１,０４８ １０,９１５

７,７１４
7,９00

6,152

８,３８５

９．４７ ８．６０

5．88

12.0

0

（%）

4.0

8.0

平成２８年
３月末

平成２７年
３月末

平成２9年
３月末

国内
基準

８．６４８．１４ ８．52

事業性評価に基づく
融資を行っている与信先数
および融資残高

（単位：社、億円、％）

上記計数の全与信先数
および当該与信先の
融資残高に占める割合

　地域密着型金融の推進による
地域経済や地元の産業・企業
の発展への貢献に向け、財務
データや担保・保証に必要以上
に依存することなく、お取引先
企業の事業内容や成長可能性
等を適切に把握した上で（事業
性評価）、これまで以上に、企業
の各種ニーズや経営課題に
対する各種ソリューションを
提供してまいります。
　事業性評価にあたっては、お取引先企業の財務状況などの定量的な分析に加え、企業のビジ
ネスモデル、商流、組織力、技術力といった定性的な分析を行い、経営課題やニーズの把握を
行ってまいります。

先数 融資
残高 先数 融資

残高

1,221 3,663 1,645 4,280

10.1% 26.4% 13.5% 30.1%

平成２７年度末 平成２8年度末

事業性評価への取組み

　経営者保証に関するガイド
ラインの趣旨や内容を十分
に踏まえ、経営者保証に依存
しない融資の促進と、既存の
保証契約の見直しに取り組ん
でおります。

新規で無保証で融資した件数

保証契約を変更した件数

保証契約を解除した件数

平成２７年度
実績

1,378

平成２8年度
実績

1,509

11 2

3 27

経営者保証に関するガイドラインへの対応

コア業務純益 経常利益

10,000

7,000

13,000

0

（百万円）

平成２7年
３月末

平成２8年
３月末

平成２9年
３月末

１０,７７４

１１,７４４

8,064
8,389

１２,４４０

１０,９９１
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財務諸表 財務諸表

科　目

預 金
当 座 預 金
普 通 預 金
貯 蓄 預 金
通 知 預 金
定 期 預 金
定 期 積 金
その 他 の 預 金
譲 渡 性 預 金
債券貸借取引受入担保金
借 用 金
借 入 金
外 国 為 替
外 国 他 店 預り
売渡外国為替
そ の 他 負 債
未払法人税等
未 払 費 用
前 受 収 益
給付補塡備金
金融派生商品
金融商品等受入担保金
リ ー ス 債 務
その 他 の負 債
退職給付引当金
睡眠預金払戻損失引当金
支 払 承 諾
負 債 の 部 合 計

資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
その他資本剰余金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
　繰越利益剰余金
自 己 株 式
株 主 資 本 合 計
その他有価証券評価差額金
評価・換算差額等合計
新 株 予 約 権
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

（負債の部）

（純資産の部）

金　額科　目

現 金 預 け 金
現 金
預 け 金
買 入 金 銭 債 権
商 品 有 価 証 券
商 品 地 方 債
有 価 証 券
国 債
地 方 債
社 債
株 式
その他の証 券
貸 出 金
割 引 手 形
手 形 貸 付
証 書 貸 付
当 座 貸 越
外 国 為 替
外国他店預け
買入外国為替
取立外国為替
そ の 他 資 産
未 収 収 益
先物取引差入証拠金
金融派生商品
その他の資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
その他の有形固定資産
無 形 固 定 資 産
ソ フト ウ ェ ア
リ ー ス 資 産
その他の無形固定資産
繰 延 税 金 資 産
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金
資 産 の 部 合 計

（資産の部）
金　額

（単位：百万円）第95期末（平成29年3月31日現在）貸借対照表

2,400,927  
60,592 

1,252,247 
26,443 
5,088  

1,039,645 
4 

16,904  
65,700 
17,230 
12,068 
12,068 

88   
21 
66  

14,844  
521  
1,669 
984 
0 

410 
281 
1,125 
9,853 
5,792 
1,056  

11,637  
2,529,346 

62,120  
9,414 
6,971  
2,442 

64,935   
4,916 
60,019 
60,019 
△ 60

136,409 
9,578  
9,578 

47 
146,036

2,675,382

128,536 
24,093 
104,442 

131 
44  
44 

515,836   
70,163  
55,534 
198,202 
30,772   
161,162   

1,991,602 
7,328   
68,743   

1,754,994   
160,536   

2,501   
1,404   
197   
899   

6,194  
1,845 
10  
714  
3,625 

19,837  
6,692  
10,923  
1,110  
25   

1,084  
2,138   
1,737   
14   
386  

6,563   
11,637  
△ 9,642

2,675,382  

経 常 費 用

経 常 利 益

資金調達費用
預 金 利 息
譲渡性預金利息
コールマネー利息
債券貸借取引支払利息
借 用 金 利 息
その他の支払利息
役務取引等費用
支払為替手数料
その他の役務費用
その他業務費用

営 業 経 費
その他経常費用

商品有価証券売買損
国債等債券売却損
国債等債券償還損

貸倒引当金繰入額
貸 出 金 償 却
株式等売却損
その他の経常費用

35,323
955
756
7
10
52
124
3

3,976
349
3,626
2,625

0
769
1,856

25,852
1,912
883
234
212
582

8,389
特 別 利 益

特 別 損 失

税引前当期純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法 人 税 等 合 計
当 期 純 利 益

固定資産処分益

固定資産処分損
減 損 損 失

2
2

414
78
336

7,977
512

1,312
1,824
6,152

その他経常収益
償却債権取立益
株式等売却益
その他の経常収益

科　目
経 常 収 益

役務取引等収益

資金運用収益
貸 出 金 利 息
有価証券利息配当金
コールローン利息
預 け 金 利 息
その他の受入利息

受入為替手数料
その他の役務収益
その他業務収益
外国為替売買益
国債等債券売却益
金融派生商品収益

金　額 金　額科　目
第95期（平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）損益計算書（単位：百万円）

43,713
29,167
23,195
5,471
11
242
245

8,385
1,718
6,667
3,101
457
2,461
181

3,058
1,087
1,096
875

科　目

現 金 預 け 金
買 入 金 銭 債 権
商 品 有 価 証 券
有 価 証 券
貸 出 金
外 国 為 替
そ の 他 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
その他の有形固定資産
無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ エ ア
リ ー ス 資 産
その他の無形固定資産
繰 延 税 金 資 産
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金
資 産 の 部 合 計

（資産の部）
金　額

128,541
131

44
515,741

1,989,720
2,501

28,172
19,958
6,724
10,923

45
25

2,240
2,633
2,018
226
389

7,750
11,638

△ 12,254
2,694,580

科　目

預 金
譲 渡 性 預 金
債券貸借取引受入担保金
借 用 金
外 国 為 替
そ の 他 負 債
退職給付に係る負債
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
繰 延 税 金 負 債
支 払 承 諾
負 債 の 部 合 計

資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 己 株 式
株 主 資 本 合 計
その他有価証券評価差額金
退職給付に係る調整累計額
その他の包括利益累計額合計
新 株 予 約 権
非支配株主持分
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

（負債の部）

（純資産の部）

金　額

2,390,475
65,700
17,230
26,084

88
22,037

9,455
46

1,056
43

11,638
2,543,856

62,120
9,413

69,105
△ 60

140,579
9,602

△ 2,425
7,177

47
2,919

150,724
2,694,580

第95期末（平成29年3月31日現在）連結貸借対照表（単位：百万円）
科　目 金　額

税金等調整前当期純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法 人 税 等 合 計
当 期 純 利 益
非支配株主に帰属する当期純利益
親会社株主に帰属する当期純利益

固定資産処分益

その他経常収益

科　目
経 常 収 益

役務取引等収益

資金運用収益
貸 出 金 利 息
有価証券利息配当金

預 け 金 利 息
その他の受入利息

償却債権取立益
その他の経常収益

コールローン利息
及び買入手形利息

その他業務収益

金　額
52,255
28,828
23,244
5,084

9,314
3,101

11,011
1,129
9,881

242
245

11

経 常 利 益

借 用 金 利 息
その他の支払利息
役務取引等費用
その他業務費用
営 業 経 費
その他経常費用
貸倒引当金繰入額
その他の経常費用

42,932
1,098
755
7

261
10

3,104
2,625

25,804
10,299
1,082
9,216
9,322

10

52

経 常 費 用
資金調達費用
預 金 利 息
譲渡性預金利息
コールマネー利息
及び売渡手形利息
債券貸借取引支払利息

第95期（平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）連結損益計算書（単位：百万円）

特 別 利 益 2
2

427
91
336

8,896
904

1,363
2,268
6,628

240
6,388

固定資産処分損
減 損 損 失

特 別 損 失

当 期 首 残 高
当 期 変 動 額

当期変動額合計
当 期 末 残 高

新 株 の 発 行
資本金から剰余金への振替
準備金から剰余金への振替
剰 余 金 の 配 当
当 期 純 利 益
自己株式の取得
自己株式の処分
自己株式の消却
株主資本以外の項目の当期変動額（純額）

62,120

5,760
△ 5,760

－
62,120

6,971

5,760

△ 5,760

－
6,971

－

5,760
5,760

△ 2
△ 9,074

2,442
2,442

6,971

5,760
5,760
－

△ 2
△ 9,074

2,442
9,414

4,493

422

422
4,916

56,403

△ 2,537
6,152

3,615
60,019

60,897

△ 2,114
6,152

4,038
64,935

△ 67

△ 9,075
7

9,074

6
△ 60

129,922

11,520
－
－

△ 2,114
6,152

△ 9,075
4
－

6,487
136,409

13,255

△ 3,676
△ 3,676

9,578

13,255

△ 3,676
△ 3,676

9,578

31

16
16
47

（単位：百万円）
株 主 資 本

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金
評価・換算差額等

第95期（平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）株主資本等変動計算書

資本金 資 本
準備金

その他
資 本
剰余金

資 本
剰余金
合　計

利 益
準備金

そ の 他
利益剰余金
繰越利益
剰 余 金

利 益
剰余金
合　計

自己
株式

株主
資本
合計

そ の 他
有価証券
評 価
差 額 金

評 価・
換 算
差額等
合 計

純資産
合 計

新 株
予約権

143,209

11,520
－
－

△ 2,114
6,152

△ 9,075
4
－

△ 3,660
2,827

146,036

株 主 資 本

当 期 首 残 高
当 期 変 動 額

当期変動額合計
当 期 末 残 高   

新 株 の 発 行
資本金から剰余金への振替
剰 余 金 の 配 当
親会社株主に帰属する当期純利益
自己株式の取得
自己株式の処分
自己株式の消却
株主資本以外の項目の当期変動額（純額）

その他の包括利益累計額

資本金 資 本
剰余金

利 益
剰余金

自己
株式

株主
資本
合計

そ の 他
有価証券
評 価
差 額 金

退職給付
に 係 る
調 整
累 計 額

その他の
包括利益
累 計 額
合 計

非支配
株 主
持 分

新 株
予約権

純資産
合 計

62,120

5,760
△ 5,760

－
62,120

6,971

5,760
5,760

△ 2
△ 9,074

2,442
9,413

64,831

△ 2,114
6,388

4,273
69,105

△ 67

△ 9,075
7

9,074

6
△ 60

133,856

11,520
－

△ 2,114
6,388

△ 9,075
4
－

6,723
140,579

13,278

△ 3,675
△ 3,675

9,602

△ 3,090

664
664

△ 2,425

10,188

△ 3,011
△ 3,011

7,177

31

16
16
47

2,661

258
258

2,919

146,737

11,520
－

△ 2,114
6,388

△ 9,075
4
－

△ 2,736
3,987

150,724

（単位：百万円）第95期（平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）連結株主資本等変動計算書

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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役員・株式の状況 役員・株式の状況

当行は、銀行業としての公共性に鑑み、健全経営を確保するため内部留保の充実を図るととも
に、安定的な配当に努めていくことを基本方針としております。

普通株式の配当 当期の普通株式の配当につきましては、１株当たり３円の配当をいたしたいと
存じます。

優先株式の配当 当期の優先株式の配当につきましては、所定の配当をいたしたいと存じます。

格 　 付 　 け 「Ａ－（シングルＡマイナス）」
【据え置き】

格付け見通し 「安定的」
【据え置き】

（格付けの公表：平成２8年8月31日）

当行は、中立的な第三者による評価を取得し公表することで、投資
家の皆さまやお取引先の皆さまに財務内容の健全性や収益性など
についてご理解いただくため、平成１８年１０月に株式会社日本格付
研究所（ＪＣＲ）から長期発行体格付（※１）を取得し公表しております。

（※１）長期発行体格付：債務者（発行体）の債務全体を包括的に
捉え、その債務履行能力を評価したものです。

A-
当行

AAAAAA
AA
A
BBB
BB
B
CCC
CC
C
D

（注）取締役戸谷久子氏、取締役山田英司氏、監査役五日市喬弘氏および監査役安藤正紀氏は、東京証券取引所有価証券上場規程
第４３６条の２にいう独立役員であります。

取 締 役 頭 取・ＣＥО
取締役副頭取・ＣОО
専務取締役・専務執行役員
常務取締役・常務執行役員

取締役
取締役

青柳　 俊一
松丸　 隆一
星野　 智史
立野　 嘉明
戸谷　 久子
山田　 英司

常勤監査役
常勤監査役
監査役
監査役

稲葉　 保実
松井　 一登
五日市 喬弘
安藤　 正紀

（※２）「さわやかハロー24」：当行の株主さまに無料で、健康や医療に関するご相談をベテランの医師などが電話でお受けする
サービスです。健康・医療相談のほか、夜間・休日診療の医療機関のご案内、医療機関情報のご提供、介護などシルバー情報
のご提供についてご利用いただけます。

日頃のご支援に感謝の意をこめて、ご優待制度の拡充に努めております。
平成２9年３月３１日現在で、千葉興業銀行の株式を１００株以上所有されている個人・法人の株主
さまを対象に「株主優待定期預金」の制度を引き続きお取扱いしております（平成29年7月1日～平成
30年3月31日）。
「さわやかハロー２４」（※２）ともども、ご利用いただきますようお願い申し上げます。

格付け

株主優待制度の拡充

役　員 （平成29年6月28日現在）

利益配分に関する基本方針

株式の状況 （平成29年3月31日現在）

発行可能株式総数
296,000千株
5,000千株
7,500千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株
700千株

株式の種類 株主数
11,638名

1名
152名
22名

株主数2

株式の種類
普 通 株 式
第 二 種 優 先 株 式
第 四 種 優 先 株 式
第１回第六種優先株式

（注）第１回ないし第10回第五種優先株式の発行可能種類株式
総数は併せて2,500,000株、第１回ないし第10回第六種優先
株式の発行可能種類株式総数は併せて2,500,000株、第１回
ないし第５回第七種優先株式の発行可能種類株式総数は併せて
2,500,000株をそれぞれ超えないものとしております。

発行済株式の総数
６２，２２２千株
5,000千株
4,650千株
600千株

株式の種類
普 通 株 式
第 二 種 優 先 株 式
第 四 種 優 先 株 式
第１回第六種優先株式

（注）株式数は千株未満を切り捨てて表示しております。

普 通 株 式
第 二 種 優 先 株 式
第 四 種 優 先 株 式
第１回第五種優先株式
第２回第五種優先株式
第３回第五種優先株式
第４回第五種優先株式
第５回第五種優先株式
第６回第五種優先株式
第７回第五種優先株式
第８回第五種優先株式
第９回第五種優先株式
第10回第五種優先株式
第１回第六種優先株式
第２回第六種優先株式
第３回第六種優先株式
第４回第六種優先株式
第５回第六種優先株式
第６回第六種優先株式
第７回第六種優先株式
第８回第六種優先株式
第９回第六種優先株式
第10回第六種優先株式
第１回第七種優先株式
第２回第七種優先株式
第３回第七種優先株式
第４回第七種優先株式
第５回第七種優先株式

株式数1

15.41

2.01
1.86

1.51

9,583

1,249
1,158

940

200
200
180
160
160
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
30
25
20
15
15
15

4.30
4.30
3.87
3.44
3.44
2.15
2.15
2.15
2.15
2.15
2.15
16.66
16.66
16.66
16.66
5.00
4.16
3.33
2.50
2.50
2.50

100.005,000

株主の氏名又は名称
持株比率（%）持株数等（千株）

当行への出資状況

2,957

2,634

1,349

1,022

993

1,004

1.64

1.61

1.59

4.75

4.23

2.17

株式会社みずほ銀行

坂本飼料株式会社 
明治安田生命保険相互会社

千葉興業銀行行員持株会

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口）
日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口）

DFA INTL SMALL CAP 
VALUE PORTFOLIO
日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口９）

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口５）

CHASE MANHATTAN BANK GTS 
CLIENTS ACCOUNT ESCROW

キッコーマン株式会社
明治安田生命保険相互会社
株式会社ヤクルト本社
株式会社クレックス
芙蓉総合リース株式会社
イオン株式会社
株式会社オリエンタルランド
京葉瓦斯株式会社
株式会社ケーヨー
成田山新勝寺
フクダ電子株式会社
興銀リース株式会社
東京建物株式会社
芙蓉総合リース株式会社
安田不動産株式会社
株式会社クレックス
株式会社サトー商会
東武鉄道株式会社
株式会社オリエンタルランド
成田山新勝寺
公益財団法人日産財団

株式会社みずほ銀行

普通株式

株式の
種類

第 二 種
優先株式

第 四 種
優先株式

第 １ 回
第 六 種
優先株式

（注）1.
2.
3.

持株数は千株未満を切り捨てて表示しております。
持株比率は小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。
普通株式の持株比率は自己株式（５４，６７４株）を控除して、算出しております。

大株主3
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役員・株式の状況

株式のご案内

株券電子化実施に伴い、株主さまのご住所・お名前等の文字に、株式会社証券保管振替機構（ほふり）が振替制度
で指定していない漢字等（いわゆる「外字」）が含まれている場合は、その全部または一部をほふりが指定した文字
またはカタカナに変換して、株主名簿に記録いたしております。
このため、株主さまにご送付する通知物の宛先が、ほふりが指定した文字に置き換えられる場合がありますので
ご了承ください。
株主さまのご住所・お名前等として記録されている文字については、お取引の証券会社等にお問い合わせください。

株主さまのご住所・お名前等に使用する文字に関してのご案内

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎事業年度終了後3ヵ月以内に開催

基 準 日 定時株主総会については、毎年3月31日
その他必要あるときはあらかじめ公告する一定の日

単 元 株 式 数 100株

配当受領株主確定日 期末配当：毎年3月31日
中間配当：毎年9月30日

単 元 未 満 株 式 の
買取請求について

　単元未満株式をご所有の場合、その単元未満株式を当社が買い取らせていただく制度
（買取制度）がございますので、どうぞご利用ください。
　特別口座に記録された株式の買取請求については、下記株主名簿管理人（特別口座管理
機関）において受け付けております。また、証券会社等の口座に記録された株式の買取請求
については、お取引の証券会社等にお問い合わせください。

公 告 方 法
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることができない
場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

電子公告（当行ホームページ http://www.chibakogyo-bank.co.jp/）

株式事務取扱場所
東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

株主名簿管理人
東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社 本店 証券代行部

同事務取扱場所

特 別 口 座 株 式 の
ご 売 却 に つ い て

　特別口座にて管理されている単元株式を売却されるには、事前に証券会社等の口座を
開設し、その後振替手続を行っていただく必要があります。お手続き等の詳細は下記株主
名簿管理人（特別口座管理機関）にお問い合わせください。

株主名簿管理人（特別口座管理機関）みずほ信託銀行株式会社
〒168-8507　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120-288-324　ご利用時間　9：00～17：00　土・日・祝日を除く

お問い合わせ先
（郵便物送付先）

永年にわたるご愛顧に感謝の気持ちをこめて、
６５周年記念定期預金の発売や
キャンペーンを実施しております！

６５周年記念ロゴを制定

資産運用セットプラン
「コスモスマネープラン」を改定

〈ちば興銀〉は今年で65周年!!感謝の気持ちをこめて

65周年特別金利は、平成29年2月１日～平成
29年9月29日まで適用されます。

創立65周年「ちば興銀スポーツ振興私募債」

　創立６５周年を記念し、地域のスポーツ振興を通じて地方創生に寄与するため、
「ちば興銀スポーツ振興私募債」を期間限定で取扱いいたします。
　本商品は、県内に拠点を置くスポーツ団体（「千葉ロッテマリーンズ」や「千葉
ジェッツ」等）とのコラボレーションにより、千葉県内の学校・諸団体へ観戦
チケットや観戦グッズ、スポーツイベントの開催等を寄贈するものです。

お取扱期間 平成29年6月～平成29年９月までの発行分

ちば興銀コスモス劇場  
親子deオペラ鑑賞デビュー「シンデレラ物語」開催
　創立６５周年を記念して、公益財団法人千葉県文化振興財団
が主催する「親子deオペラ鑑賞デビュー」事業を協賛し、千葉・
東金・八千代での３会場４公演をちば興銀コスモス劇場として
開催いたしました。
※こちらの公演は、好評のうちに終了いたしました。ありがとうございました。

「〈創立65周年記念定期預金〉
プレミアム６５」発売

65年分の感謝の気持ちをこめて・・・

※現在、取扱いは終了いたしております。
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〒261-0001
千葉市美浜区幸町二丁目1番2号
TEL.043-243-2111
http://www.chibakogyo-bank.co.jp/

企業理念

私たちは、地域とともに歩む銀行として、人々の幸せを求めて、
豊かなふるさとづくりに努めます。

地域とともに

私たちは、積極的にお客さまのニーズに応え、創造性を発揮し、
より質の高いサービスの提供に努めます。

お客さまのために

私たちは、心のふれあいを大切にし、自己を磨き、
親切ナンバーワンをめざします。

「親切」の心で

ちば興銀 公式アカウント
でID検索 ！＠chibakogin

うれしい情報を
ＬＩＮＥでお届け！

配信中!
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